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10
月
30
日
、
桜
川
市
の
初
代
市
長
と
し
て
、
中
田 

裕
氏
が
就
任
し
ま

し
た
。

　

10
月
1
日
の
桜
川
市
誕
生
に
伴
う
桜
川
市
長
選
挙
は
、
10
月
30
日
に
投

票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
中
田 

裕
氏
（
旧
岩
瀬
町
長
）
が
初

当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

中
田
市
長
は
就
任
挨
拶
の
な
か
で
、「
和
と
信
頼
の
行
政
」「
信
頼
関
係

の
構
築
」
を
基
本
理
念
に
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。 中

田　
裕　
氏

桜
川
市
初
代
市
長
に

「
和
と
信
頼
の
行
政
」と

「
信
頼
関
係
の
構
築
」を
基
本
理
念
に

　

こ
の
た
び
、
旧
岩
瀬
町
、
旧
真

壁
町
、
旧
大
和
村
、
三
町
村
の
合

併
に
よ
り
、
新
生
「
桜
川
市
」
が

大
き
な
夢
と
期
待
を
担
っ
て
誕
生

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
歴
史
と
豊

か
な
自
然
環
境
と
伝
統
文
化
に
彩

ら
れ
た
素
晴
ら
し
い
「
桜
川
市
」

の
初
代
市
長
に
就
任
出
来
ま
し
た

こ
と
は
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、

そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

改
め
て
申
す
ま
で
も
な
く
、
今

地
方
自
治
体
は
地
方
分
権
の
推
進

を
は
じ
め
と
し
て
、少
子
高
齢
化
、

国
際
化
、
情
報
化
等
の
急
速
な
進

展
と
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
な
ど
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。し
か
し
同
時
に
私
た
ち
は
、

こ
れ
ま
で
諸
先
輩
が
築
き
上
げ
て

き
た
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
誇
る

べ
き
財
産
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
市
政
の
使
命
は
、
そ
れ

ら
の
課
題
や
資
質
の
状
況
を
精

査
、
評
定
し
正
し
い
情
報
を
市
民

の
皆
様
と
共
有
す
る
こ
と
。
そ
の

上
で
今
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
、
あ
る
べ
き
将
来
と
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
デ
ザ
イ
ン
し
、
夢
を
描

き
、
市
民
の
皆
様
に
絶
え
ず
提
案

し
て
い
く
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
指
針
は
、
経
済
、
教
育
の
活

性
化
、
便
利
で
公
平
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
、
治
安
の
向
上
、
自
然
環
境

の
保
全
を
基
本
と
し
つ
つ
、
旧
町

村
間
の
垣
根
を
取
り
除
い
た
新
生

「
桜
川
市
」
を
目
指
す
こ
と
が
最

も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
痛
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
も
と
よ
り

市
政
は
一
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

多
く
の
市
民
の
皆
様
と
の
信
頼
関

係
を
保
ち
な
が
ら
、
行
政
に
対
し

て
強
い
関
心
と
参
加
が
何
よ
り
に

も
増
し
て
、
こ
の
市
を
変
え
る
大

き
な
力
に
な
る
こ
と
は
、
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
お
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
私
が
従
来
よ
り
掲
げ
て
ま
い

り
ま
し
た
政
策
の
テ
ー
マ
で
あ

る
、
顔
の
見
え
る
市
政
・
市
民
の

声
を
聴
く
市
政
を
徹
底
的
に
推
進

し
「
和
と
信
頼
の
行
政
」「
信
頼

関
係
の
構
築
」
を
基
本
理
念
と
し

て
暮
ら
し
に
密
着
し
た
開
か
れ
た

市
政
を
実
現
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
政
策
決
定
過

程
で
の
市
民
参
加
が
必
要
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
こ
れ
か
ら

の
桜
川
市
の
財
政
、
福
祉
、
都
市

計
画
を
ど
う
す
る
の
か
、
地
域
格

差
の
な
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
市
民

一
人
ひ
と
り
が
地
域
や
市
の
将
来

を
考
え
行
動
す
る
「
市
政
モ
ニ
タ

ー
制
度
」
や
「
市
長
と
語
ろ
う
」

と
銘
打
っ
て
、
月
一
回
「
市
民
の

日
」
を
設
け
る
な
ど
、
ま
ち
の
将

来
像
を
ど
う
見
極
め
る
の
か
皆
様

と
語
り
合
う
機
会
の
実
現
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
緒
に
考
え
、
提
案
し
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
を
作
り
、
先
送
り
せ
ず

に
責
務
を
果
た
す
。
こ
う
し
た
積

み
重
ね
に
よ
っ
て
桜
川
市
は
活
気

と
意
欲
に
満
ち
た
「
ま
ち
」
に
変

わ
っ
て
い
く
と
私
は
確
信
し
て
お

り
ま
す
。
自
分
た
ち
の
「
ま
ち
」

を
自
分
た
ち
で
創
る
こ
と
が
可
能

だ
と
言
う
こ
と
が
全
国
各
地
で

次
々
と
証
明
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
私
た
ち
が
住
む
こ
の
桜
川
市

が
例
外
で
あ
っ
て
良
い
は
ず
が
あ

り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
様
の
声
を

羅
針
盤
に
、
信
頼
に
足
る
舵
取
り

を
す
る
。
そ
う
し
た
市
政
を
目
指

し
、
こ
れ
か
ら
50
年
を
視
野
に
入

れ
た
新
し
い
「
桜
川
市
」
へ
の
航

路
を
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
創
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

桜
川
市
の
新
た
な
船
出
に
際

し
、
市あ

な
た民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
頑
張
る
決
意
を
申
し

上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

11月1日、桜川市役所大和庁舎玄関前で市民の皆さんや市職員の出迎えの中、女子職員から花束を受け初登庁する中田市長

暮
ら
し
に
密
着
し
た

　
　
　
　
　

市
政
の
実
現

市あ
な
た民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
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合
併
に
よ
り
、
農
業
委
員
は
46
人
と
な
り
ま
し

た
。

　

右
か
ら
、
会
長･

会
長
職
務
代
理
者
以
下
議
席
順

に
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
、
任
期
は
平
成
18
年
９
月
30
日
ま
で
）

桜
川
市
農
業
委
員
を

　

 
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

増
ま す ぶ ち

渕 匡
ま さ さ と

郷
高久743
S14.３.28生

島
し ま だ

田 勝
か つ い ち

市
真壁町

ちょう

東矢貝864
S17.７.18生

藤
ふ じ た

田 宗
そ う じ

司
真壁町

ちょう

上谷貝744
S16.３.19生

高
た か は し

橋 偉
い い ち

一
犬田209
S23.８.12生

安
あ だ ち

達 弘
ひ ろ じ

次
今泉590
S14.５.29生

永
な が ほ り

堀 宏
こ う お

旺
岩瀬2537-1
S18.３.24生

高
た か く

久　　 隆
たかし

真壁町
ちょう

原方1171
S５.９.３生

長
な が し ま

嶋 貞
さ だ お

男
大国玉2156-2
S10.８.26生

細
ほ そ や

谷 敏
と し あ き

明
南飯田800
S10.４.15生

深
ふ か や

谷 義
よ し ひ ろ

洋
本木1364
S17.12.27生

小
こ ま つ ざ き

松崎　　　勝
まさる

福崎531
S18.４.27生

福
ふ く だ

田 　 勇
いさむ

池亀121-2
S19.１.25生

田
た ぐ ち

口 毅
き い ち

一
真壁町

ちょう

上小幡95
S29.12.25生

稲
い な ば

葉 雄
ゆ う じ

二
真壁町

ちょう

酒寄1740-1
S32.８.28生

稲
い な ば

葉 則
の り お

夫
真壁町

ちょう

山尾599
S21.10.20生

渡
わ た な べ

邊 隆
た か お

夫
青木1500
S18.２.25生

塚
つ か は ら

原 弘
ひ ろ み ち

通
真壁町

ちょう

塙世919
S18.８.１生

中
な か ざ わ

澤　　 隆
たかし

西飯岡1072-1
S15.10.30生

安
あ だ ち

達 順
じ ゅ ん い ち

一
加茂部1334
S11.３.29生

西
に し む ら

村 義
よ し お

雄
真壁町

ちょう

亀熊700
S７.３.４生

飯
い い じ ま

島 重
し げ お

男
本木1484-2
S21.６.６生

阿
あ べ た

部田　　　勝
まさる

阿部田248
S25.12.１生

上
う え の

野 勝
か つ お

男
大泉1267
S15.７.31生

山
や ま な か

中 聖
き よ と し

敏
真壁町

ちょう

東山田1508
S３.12.24生

稲
い な が わ

川　　 馨
かおる

西飯岡47
S19.１.21生

大
お お や ま

山 佳
よ し の り

功
真壁町

ちょう

亀熊968
S19.６.23生

武
た け い

井 要
よ し の り

範
青柳12

S17.12.12生

角
か く た

田 利
と し ひ こ

彦
大国玉4162
S28.３.14生

柴
し ば や ま

山　　 健
たけし

真壁町
ちょう

山尾127
S13.３.28生

高
た か は し

橋 孝
こ う い ち

一
高久496
S12.11.16生

市
い ち つ か

塚 章
し ょ う い ち

一
真壁町

ちょう

飯塚74
S16.２.２生

高
た か ま つ

松 定
さ だ お

雄
高森738-1
S25.４.27生

榎
え の き ど

戸 一
か ず お

夫
真壁町

ちょう

源法寺427
S35.10.14生

市
い ち む ら

村　　 正
まさ

真壁町
ちょう

下谷貝465
S19.９.23生

古
ふ る は し

橋　　 修
おさむ

東飯田570
S19.６.25生

嶋
し ま だ

田 俊
と し お

夫
松田624
S16.１.12生

塚
つ か も と

本 正
ま さ あ き

昭
真壁町

ちょう

飯塚30-3
S19.８.２生

菊
き く ち

池 守
も り い ち

一
門毛2357
S８.11.15生

横
よ こ た

田　　 衛
まもる

岩瀬1355-4
S９.４.20生

尾
お

見
み

吉
よ し お

男
大曽根891
S４.２.20生

佐
さ と う

藤　美
み よ こ

代子
金敷167-2
S29.11.13生

安
あ だ ち

達　　 弘
ひろし

大国玉3828-2
S11.７.16生

鈴
す ず き

木 正
し ょ う い ち

一
東飯田433-1
S11.７.13生

田
た な か

中 幸
ゆ き ふ み

文
真壁町

ちょう

桜井853-1
S31.10.８生

生
な ま い

井　　 孝
たかし

真壁町
ちょう

椎尾3322
S12.２.７生

上
う え の

野 征
せ い い ち

一
大泉449-1
S15.９.26生

会長職務代理者 会長職務代理者 会　長
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ニュース＆トピックス

　平成17年度「茨城県男女共同参画推進月間」の標

語募集で、岩瀬東中学校3年の藤田廉
れん

さんの作品“ 

社会に活きる あなたの個性 わたしの個性 ”が最優

秀作品に選ばれました。

　これは、茨城県が、毎年11月を「男女共同参画推

進月間」とし、その趣旨を浸透させるための標語を、

県内の方々を対象に募集したもので、県内各地から

1149点の応募が寄せられた中、藤田さんの作品が選

ばれました。藤田さんの作品は、本年度の男女共同

参画推進月間のポスターに掲載され、月間のメイン

テーマとして広く県民の皆さんに男女共同参画社会

の実現を呼びかけることになります。

岩瀬東中３年　藤田　廉
れん

さんが男女共同参画推進標語で最優秀賞
水
戸
市
で
開
催
さ
れ
た「
男ひ

と

と
女ひ

と･

ハ
ー
モ
ニ
ー
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
」
の
席
上
で
表
彰
を
受
け
た
、
岩
瀬
東
中
３
年
の
藤
田
廉れ

ん

さ
ん

真壁地区でグリーン･ツーリズム研究大会inいばらき
シ
イ
タ
ケ
狩
り
を
楽
し
む
、
全
国
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
大

会
in
い
ば
ら
き
の
参
加
者

全日本ターゲット・バードゴルフ大会で上位入賞
宇
田
昭あ

き
よ
し美

教
育
長
（
左
端
）
に
入
賞
の
報
告
に
真
壁
庁
舎
に
来
庁

さ
れ
た
、（
左
２
番
目
か
ら
）
斉
藤
芳
實
さ
ん
・
嶋
崎
國
夫
さ
ん
・

深
谷
信
子
さ
ん
・
堀
田
絹
子
さ
ん

　「近くの田舎をさがしてみよう！」をキャッチフレ

ーズに、茨城県と全国グリーン・ツーリズム研究大

会inいばらき実行委員会が主催する、「全国グリーン・

ツーリズム研究大会inいばらき」が、真壁地区で開

催されました。これは、つくば駅（つくばエキスプ

レス）を発着地とする1泊2日の体験ツアーで、実り

の秋の茨城県で、見て、触れて、食べて、いばらき

ならではの体験を楽しんでもらおうと企画されたも

ので、首都圏からの22人の参加者は、町並み散策、

藍染め・釜戸炊き体験、シイタケ・みかん狩りなど

通じて秋の2日間を満喫したようでした。

　福井県で開催された「第３回全日本ターゲット・

バードゴルフ大会」で、深谷信子さん（下泉地区・

写真右から2番目）が、ゴールドシニア女子の部で2

位に輝きました。また、堀田絹子さん（犬田地区・

写真右端）もシニア女子の部で７位に入賞しました。

この大会は、各都道府県の予選を勝ち抜いた選手

250人により熱戦が繰り広げられました。また、群

馬県昭和村で行われた「関東・甲信越ブロックTBG

選手権大会」においても、斉藤芳實さん（犬田地区･

写真左から2番目）が3位、嶋崎國夫さん（久原地区・

写真中央）と深谷信子さんが10位に入賞しました。

　大洗町総合運動公園で開催された、「第10回茨城

県健康福祉祭わくわくスポーツ中央大会」の輪投げ

の部で、真壁鍋
な べ や

屋チームが3度目の優勝を果たしまし

た。この大会は、高齢者に適したスポーツを通じて

健康の保持増進を図るとともに地域間の交流を深め、

明るく活力ある長寿社会の推進を目的に開催される

もので、当日は、県内各地区を勝ち抜いた16チーム

の間で競技が行われました。同チームは、予選リー

グを2勝1敗の成績で決勝トーナメントに駒を進め、

見事通算3度目の優勝を飾りました。

真壁鍋
な べ や

屋チームが県健康福祉祭スポーツ中央大会で優勝

 

茨
城
県
健
康
福
祉
祭
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
中
央
大
会
の
輪
投
げ

の
部
で
通
算
３
度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
、
真
壁
鍋
屋
チ
ー
ム
の
み

な
さ
ん

桜川地区チームが交通安全高齢者自転車競技県大会で準優勝

 

高
齢
者
自
転
車
競
技
茨
城
県
大
会
準
優
勝
の
桜
川
チ
ー
ム
の
み

な
さ
ん
。﹇
左
か
ら
、
古
橋
利
朗
桜
川
地
区
安
全
協
会
会
長
・
斉

藤
栄
さ
ん
（
羽
田
地
区
）・
鈴
木
竹
夫
さ
ん
（
東
飯
田
地
区
）・

海
老
澤
昭
さ
ん
（
木
崎
地
区
）・
高
橋
孝
三
さ
ん
（
御
領
地
区
）・

廣
澤
忠
夫
（
東
区
１
地
区
）・
枝
克
巳
指
導
員
﹈

桜川市まかべ武術道大会に600人の少年武術道家が集う
競
技
が
開
始
さ
れ
る
と
、
ち
び
っ
子
武
術
道
家
の
気
合
い
の
入

っ
た
声
が
会
場
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　那珂市那珂総合公園アリーナで開催された、第３

回交通安全高齢者自転車競技茨城県大会（県交通安

全協会・県警察本部主催）で、桜川地区チームが団

体の部で準優勝に輝きました。また、個人の部では、

高橋孝三さん（御領地区）が７位、広澤忠夫さん（東

区１地区）が８位入賞を果たしました。この大会は、

競技を通じ交通安全意識の高揚を図ることにより、

高齢者の交通事故防止を目的に開催されるもので、

県内各地区（各警察署管内）より18チーム・72人が

参加。会場内に設置されたコースで、一旦停止や交

差点での曲がり方などの法規走行や、一本橋・スラ

ローム走行などの安定性を競いました。

　桜川市真壁第1体育館と農業者トレーニングセン

ターを会場に、「桜川市まかべ武術道大会」が開催さ

れました。この大会は、桜川市近隣市町村のスポー

ツ少年団が集い、競技を通じて相互に親睦を深め、

心身ともに健全な青少年育成を図ることを目的に開

催されるものです。当日は、近隣3市から29のスポ

ーツ少年団の少年武術道家約600人が参加。応援に

駆けつけた父母からの声援の中、日頃鍛えた技を存

分に発揮し熱戦が繰り広げられました。
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茨
城
県
筑
西
保
健
所

　

子
ど
も
の
成
長
を
願
う
親
に
と

っ
て
、
子
ど
も
の
病
気
や
ケ
ガ
は

気
が
か
り
で
す
。

　

熱
を
出
し
た
り
、
食
べ
物
を
吐

い
た
り
、
頭
を
打
っ
た
り
、
け
い

れ
ん
を
起
こ
し
た
り
と
普
段
と
違

っ
た
こ
と
が
起
こ
る
と
慌
て
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
ど
う
対

応
し
た
ら
い
い
か
。
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
が
普
段
か
ら
対
処
方
法

や
医
療
機
関
の
か
か
り
方
に
つ
い

て
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

今
回
は
、
お
父
さ
ん
に
も
参
加

し
や
す
い
時
間
に
し
ま
し
た
の

で
、
是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
12
月
14
日
（
水
）　　

18:
00
〜
20:

00

■
場
所
／
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
（
ア
ル
テ
リ
オ
）
１
階
集

会
室

■
対
象
者
／
保
護
者
等
50
名
程
度

内  

容                  　

                

■
講
演
／
「
子
ど
も
の
救
急
っ
て

ど
ん
な
と
き
？
」
三
岳
荘
小
松
崎

病
院
副
院
長
（
小
児
科
医
）
榎
戸

久
先
生

■
実
技
実
習
﹇
救
急
人
形
（
乳
児
・

幼
児
）
を
使
用
﹈
／
救
急
蘇
生
法

等
に
つ
い
て
、
実
際
に
筑
西
広
域

消
防
本
部
救
急
隊
員
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
締
め
切
り
／
12
月
9
日
（
金
）

■
申
込
方
法
／
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
い
た
し
ま

す
。

■
申
込
先
／
茨
城
県
筑
西
保
健
所

健
康
増
進
課
（
☎
０
２
９
６‒

24‒

３
９
１
１
・
℻
０
２
９
６‒

24‒

３

９
２
８
・E‒m

ail: j‒horie@
pre

f.ibaraki.lg.jp          

　
　
　
　

茨
城
県
立
農
業
大
学
校   

募
集
人
員
（
一
般
試
験
前
期
・
後

期
で
定
員
の
40
％
程
度
） 

■
定
員
／
農
学
科
20
名
、
畜
産
学

科
10
名
、
経
済
情
報
学
科
10
名
、

果
樹
園
芸
学
科
10
名
、
野
菜
園
芸

学
科
20
名
、
花
き
園
芸
学
科
10
名

願
書
の
受
付
期
間

■
前
期
試
験
（
各
学
科
）
／
12
月

19
日
〜
平
成
18
年
1
月
18
日

■
後
期
試
験
（
各
学
科
）
／
平
成

18
年
2
月
6
日
〜
20
日      

試
験
日

■
前
期
（
各
学
科
）
／
平
成
18
年

1
月
31
日

■
後
期
（
各
学
科
）
／
平
成
18
年

3
月
3
日

■
問
合
先
／
茨
城
県
立
農
業
大
学

校
（
☎
０
２
９‒

２
９
２‒

０
０
１

０
・
℻
０
２
９‒

２
９
２‒

０
９
０

３
）  

　

自
動
車
税
の
口
座
振
替
納
税

は
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
料
金
等

の
公
共
料
金
と
同
じ
よ
う
に
、
納

税
さ
れ
る
方
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

し
た
金
融
機
関
の
預
金
口
座
か

ら
、
振
替
日
（
自
動
車
税
の
納
期

限
の
日
）
に
自
動
的
に
納
税
さ
れ

る
制
度
で
す
。

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
手
続
き

は
、
県
税
事
務
所
ま
た
は
金
融
機

関
に
あ
る
口
座
振
替
依
頼
書
に
記

載
押
印
し
て
、
県
内
の
銀
行
、
信

用
金
庫
、
信
用
組
合
、
労
働
金
庫
、

農
協
等
の
金
融
機
関
に
提
出
す
る

だ
け
で
す
。（
郵
便
局
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。）

　

2
月
末
ま
で
に
申
し
込
む
と
、

翌
年
度
の
自
動
車
税
か
ら
口
座
振

替
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
先
／
筑
西
県
税
事
務
所

（
☎
０
２
９
６‒

24‒

２
２
１
１
代

表
） 

　
　
　
　
　

桜
川
市
秘
書
広
報
課 

　

月
に
一
度
『
市
民
の
日
』
を
設

置
！

　

皆
さ
ん
の
声
が
行
政
に
反
映
し

や
す
い
よ
う
、
市
長
と
語
り
合
う

場
を
設
け
ま
し
た
。
子
育
て
や
ま

ち
づ
く
り
な
ど
、
話
題
は
な
ん
で

も
結
構
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

募　

集

税

お
知
ら
せ

■
日
時
／
12
月
20
日
（
火
）

９:

00
〜
16:

00

■
場
所
／
桜
川
市
役
所
真
壁
庁
舎

1
階
会
議
室

■
問
合
先
／
桜
川
市
秘
書
広
報
課

（
☎
０
２
９
６‒

58‒

５
１
１
１
・

内
線
１
２
６
７
）

※
次
回
の
『
市
民
の
日
』
は
、
1

月
24
日
（
火
）
岩
瀬
庁
舎
で
行
い

ま
す
。

　
　
　
　
　

桜
川
市
教
育
委
員
会

　

本
市
で
は
昨
年
同
様
、
小
学
校

就
学
時
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
18
年
４
月

入
学
児
童
に
対
し
て
ラ
ン
ド
セ
ル

を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

　

贈
呈
は
、
2
月
に
各
小
学
校
で

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
入
学
説
明
会

時
に
行
い
ま
す
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
（
☎
０
２
９
６‒

55‒

１
１
１
１
・
内
線
２
０
３
）

　
　
　
　
　

桜
川
市
教
育
委
員
会 

■
月
日
／
平
成
18
年
1
月
8
日

（
日
）

■
場
所
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
「
シ
ト
ラ
ス
」

■
新
成
人
該
当
者
／
昭
和
60
年
4

月
2
日
〜
昭
和
61
年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
。

■
問
合
先
／
大
和
中
央
公
民
館 

（
☎
０
２
９
６‒

58‒

７
１
１
７
）・

岩
瀬
中
央
公
民
館
（
☎
０
２
９
６

‒

75‒

０
３
４
４
）・
真
壁
中
央
公

民
館
（
☎
０
２
９
６‒

55‒

０
１
５

９
）

　
　
　
　
　

桜
川
市
教
育
委
員
会

　

岩
瀬
体
育
館
「
ラ
ス
カ
」
と
岩

瀬
温
水
プ
ー
ル
「
サ
ン
パ
ル
」
の

清
掃
お
よ
び
機
材
点
検
の
た
め
、

次
の
期
間
を
休
館
と
い
た
し
ま

す
。

■
岩
瀬
体
育
館
「
ラ
ス
カ
」
／
12

月
27
日
（
火
）
〜
平
成
18
年
1
月

3
日
（
火
）

■
岩
瀬
温
水
プ
ー
ル「
サ
ン
パ
ル
」

／
12
月
16
日
（
金
）
〜
平
成
18
年

1
月
14
日
（
土
）

■
問
合
先
／
岩
瀬
体
育
館
「
ラ
ス

カ
」（
☎
０
２
９
６‒

75‒

６
６
０

０
）

　
　
　

桜
川
市
大
和
中
央
公
民
館 

　

紙
し
ば
い
、
絵
本
を
中
心
に
し

た
読
み
聞
か
せ
で
す
。

■
日
時
／
12
月
17
日
（
土
）14:

00

〜
15:

30

■
内
容
／
紙
し
ば
い
、
絵
本
、
ゲ

ー
ム
等

■
場
所
／
大
和
中
央
公
民
館
2
階

視
聴
覚
室

■
問
合
先
／
大
和
中
央
公
民
館  

（
☎
０
２
９
６‒

58‒

７
１
１
７
）

※
お
子
さ
ま
の
送
迎
は
、
保
護
者

の
方
に
お
願
い
し
ま
す
。

下
館
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

■
日
時
／
12
月
18
日
（
日
）　　

13:

30
〜
15:

30

■
会
場
／
県
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
大
ホ
ー
ル

■
内
容
／
下
館
病
院
開
設
50
周
年

記
念
『
ク
レ
マ
ン
・
ジ
ャ
ヌ
カ
ン
・

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
』
来
日
特
別
コ
ン

サ
ー
ト（
フ
ラ
ン
ス
シ
ャ
ン
ソ
ン
）

※
全
世
界
で
活
躍
中
の
グ
ル
ー
プ

で
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
ひ
と
と

き
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。（
入
場

無
料
）

■
主
催
／
特
別
医
療
法
人
平
仁
会

■
後
援
／
筑
西
市
・
筑
西
保
健
所

■
問
合
先
／
特
別
医
療
法
人
平
仁

会 

生
活
訓
練
施
設 

下
館
メ
ン
タ

ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２

９
６‒

24‒

５
５
４
０
）

　
　
　
　
　

茨
城
県
生
活
文
化
課

　

県
内
で
発
生
し
た
交
通
死
亡
事

故
の
10
件
に
1
件
は
飲
酒
運
転
に

よ
る
死
亡
事
故
で
す
。
ま
た
、
交

通
事
故
死
者
数
の
4
割
は
、
無
謀

運
転
（
速
度
超
過
・
右
側
通
行
・

酒
酔
い
運
転
・
信
号
無
視
）
が
原

因
で
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
危
険
に
対
す

る
注
意
力
や
判
断
力
を
低
下
さ
せ

る
た
め
、
速
度
超
過
な
ど
の
無
謀

運
転
が
多
く
な
り
ま
す
。
お
酒
を

飲
む
機
会
が
増
え
る
年
末
年
始
、

お
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
運
転
さ
せ

な
い
よ
う
に
、
家
族
や
同
僚
・
友

人
、
飲
食
店
な
ど
周
囲
の
人
が
注

意
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

■
家
庭
、
地
域
や
職
場
で
「
飲
酒

運
転
追
放
三
な
い
宣
言
」
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

・
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
運
転
さ
せ

　

な
い
。

・
運
転
す
る
人
に
酒
を
出
さ
な
い   

　

す
す
め
な
い
。

■
道
路
交
通
法
に
お
け
る
飲
酒
運

転
に
関
す
る
罰
則
規
定

・
酒
酔
い
運
転
／
3
年
以
下
の
懲

　

役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

・
酒
気
帯
び
運
転
／
1
年
以
下
の

　

懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰

　

金
・
酒
気
帯
び
検
査
の
拒
否
／
30
万

　

円
以
下
の
罰
金

■
問
合
先
／
茨
城
県
生
活
文
化
課

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
（
☎

０
２
９‒

３
０
１‒

２
８
４
２
・
℻

０
２
９‒

３
０
１‒

２
８
４
８
）  

　
　
　

桜
川
市
歴
史
民
俗
資
料
館

　

真
壁
白
井
座
の
第
3
回
素
浄
瑠

璃
の
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
会
は
、
日
頃
の
義
太
夫
・

三
味
線
教
室
の
稽
古
の
成
果
を
発

表
す
る
場
で
す
。
今
回
は
、
真
壁

白
井
座
オ
リ
ジ
ナ
ル
浄
瑠
璃

「
女め

お
と
ま
つ
つ
く
ば
の
あ
け
ぼ
の

夫
松
菟
玖
波
曙
」
を
ご
披
露

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
発
心

禅
師
（
真
壁
平
四
郎
）
と
羽
鳥
大

同
松
の
伝
説
を
も
と
に
創
作
し
た

浄
瑠
璃
で
す
。

　

真
壁
小
6
学
年
「
み
ら
い
座
」

二
期
生
に
よ
る
「
二に

に
ん
さ
ん
ば
そ
う

人
三
番
叟
」

と
、
一
期
生
出
身
の
大
夫
の
語
り

も
加
わ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し

み
に
。

■
日
時
／
12
月
11
日
（
日
）

開
演
12:

30
〜

■
場
所
／
真
壁
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー 

和
室

※
入
場
は
無
料
で
す
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
歴
史
民
俗
資

料
館
☎
０
２
９
６‒

55‒

０
５
５

６
）

「
子
ど
も
の
救
急
っ
て
ど
ん
な

と
き
？
」
〜
上
手
な
お
医
者
さ

ん
の
か
か
り
方
に
つ
い
て
〜

平
成
18
年
度
茨
城
県
農
業
大
学

校
学
生
募
集

自
動
車
税
の
納
税
は
簡
単
便
利

な
口
座
振
替
で
！

新
入
学
児
童
の
保
護
者
の
皆
さ
ん

へ

桜
川
市
総
合
運
動
公
園
（
岩
瀬

体
育
館
）休
館
に
つ
い
て

イ
ベ
ン
ト

第
３
回
素す

じ
ょ
う
る
り

浄
瑠
璃
の
会

12
月
の

　

納
税
・
保
険
料

 

市
税
は
納
期
内
に
納
め
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単

で
便
利
な
納
付
方
法
と
し
て
、
口

座
振
替
制
度
が
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税　

  

７
期

介
護
保
険
料　
　
　

  

５
期

納
期
限
： 

12
月
26
日
（
月
）

市
長
と
語
ろ
う
！

健
康･

福
祉

桜
川
市
成
人
式

し
も
だ
て
心
の
ケ
ア
教
室

お
は
な
し
の
広
場

大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
飲
酒

運
転
や
無
謀
運
転
ゼ
ロ
の
ま
ち

を
創
り
ま
し
ょ
う
。
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健康推進課（岩瀬福祉センター内）/（☎0296-75-2486）

大和庁舎保健福祉課（☎0296-58-5111　代表）
1月の健診等
月 日 種 目 対 象 児 受付時間 持 参 す る 物

１/１２（木） ポリオ

H17.2月～5月,H17.6

月～9月生または90か

月未満の未接種者
13：30～14：00 母子健康手帳・予診票

１/１９（木）
遊びの教室

（会場：やまと幼稚園）
概ね２歳以上 9：30～11：00

１/２４（火）
乳児相談とむし歯予防教
室

H16.12月～H17.2月生 13：15～13：45 母子健康手帳

１/３０（月） 結核検診（もれ者） 結核検診未受診者 10：00～11：30

■会場：大和体力増進センター /予防接種、乳児相談の該当者には通知いたします。

健 康 ドイ
ガ

1月の乳幼児健診と教室
月 日 種 目 対 象 児 受付時間 持 参 す る 物

１/１０（火）

3か月児育児相談、

ブック・スタート

B C G

H17.９月生または６か

月未満の未接種者
13：00～13：10

母子健康手帳/出生届時配

布した問診票（３か月児育

児相談：ピンク色の用紙、

BCG予防接種：ブルーの用

紙）

１/１３（金）

三種混合Ⅰ期ー追加

H15.７月1日～H16.６

月30日生または90か

月未満の未接種者

13：30～14：00

10：00～11：30
★離乳食教室（開催場所：

　岩瀬中央公民館）

３か月～９か月の保護

者

１/１６（月） 三種混合Ⅰ期ー追加

H15.７月1日～H16.６

月30日生または90か

月未満の未接種者

13：30～14：00

１/１７（火） ３歳児健診 H14.10～11月生 13：00～13：30
母子健康手帳/通知した内

容のもの

１/１８（水） ★よちよちランド 1.6歳～４歳児未満 10：00～11：00

１/１９（木） ★楽しい子育て教室 ４か月～６か月児 10：00～11：00

１/２０（金） ★２歳児歯科健診 H15.12月～H16.1月生 13：00～13：30

母子健康手帳・タオル・コ

ップ・歯ブラシ（子ども用

と仕上げみがき用）

１/２３（月） ★お誕生健診 H17.1月生 13：00～13：30 母子健康手帳

１/２５（水） 両親学級 初妊婦　 10：00～15：00 母子健康手帳・テキスト

■会場：岩瀬福祉センター /★印のついている健診・教室は個別通知はいたしません。

対象：岩瀬地区の方

対象：大和地区の方

休日診療当番医
月 日 医療機関名 住 所 ☎ 受付時間

１/ ８（日） 山王病院 岩瀬42 7 5 - 0 6 0 0 ９：００

 １７：００

（保険証は

必ず持参）

１/ ９（月） 上の原病院 上野原地新田159-2 7 5 - 3 1 2 8

１/１５（日） 平島医院 岩瀬198 7 5 - 2 5 1 0

１/２２（日） 山王病院 岩瀬42 7 5 - 0 6 0 0

１/２９（日） 袖山医院本院 西桜川1-43 7 5 - 2 0 1 9

※県西総合病院は、全休日・休日当番を行っています。

保健福祉課（真壁保健センター内）/（☎0296-54-1171）
1月の健康づくりカレンダー
月 日 種 目 対 象 児 受付時間 備 考

１/１０（火） すくすく広場 9：30～11：30
お母さん、お子さんの仲間

づくり

１/１1（水） B C G H17.８月～９月生 13：30～14：00

１/１２（木） １歳児健診 H16.12月～H17.1月生 13：10～13：30

１/１３（金）
三種混合Ⅰ期初回ー3回目

三種混合Ⅰ期初回ー1回目

H17.４月～５月生

H17.６月～７月生

13：30～14：00

13：30～14：00

１/１８（水） マタニティクラス Lesson１ 13：15～ 要予約

１/１９（木） こころの健康相談 13：00～15：00 要予約

１/２３（月） すくすく広場 9：30～11：30
お母さん、お子さんの仲間

づくり

１/２４（火） こころのデイ・ケア 9：30～11：30
要予約/社会参加力をつけ

る活動

１/２５（水） ５か月児健診 H17.７月～８月生 13：10～13：30

１/２６（木） １歳６か月児健診 H16.５月～６月生 13：10～13：30

■会場：真壁保健センター

対象：真壁地区の方

休日診療当番医
月 日 医 療 機 関 名 住 所 ☎ 受 付 時 間

１/ １（日） 田崎医院 田268-2 5 5 - 2 5 1 1

９：００

 １５：３０

（保険証は

必ず持参）

１/ ２（月） 阿部田医院 亀熊123-1 5 5 - 0 3 0 5

１/ ３（火） 根本医院 真壁202 5 5 - 0 0 2 7

１/ ８（日） つくし野クリニック 椎尾2022 2 0 - 7 7 5 5

１/ ９（月） なかはら整形外科 飯塚496-1 2 3 - 9 9 5 5

１/１５（日） 安達医院 田296 5 5 - 0 0 6 1

１/２２（日） 宮本医院 古城229-1 5 5 - 0 1 0 1

１/２９（日） 大塚医院 亀熊1900 5 5 - 0 5 1 2

1 月 分

〜

〜
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増
渕
茂
記
念
館

　

本
木
地
区
の
雨
引
小
学
校
敷
地

内
に
、
増
渕
茂
記
念
館
が
あ
り
ま

す
。
増
渕
茂
さ
ん
は
、
旧
大
和
村

出
身
で
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
に

勤
務
、
帰
国
後
は
塔
之
本
製
作
所

専
務
取
締
役
を
さ
れ
た
後
、
筑
波

ダ
イ
カ
ス
ト
工
業
を
設
立
し
工
業

の
発
展
に
尽
く
さ
れ
、
現
在
は
同

社
相
談
役
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
奨

学
資
金
の
寄
付
な
ど
郷
土
の
教
育

振
興
に
尽
力
さ
れ
、
こ
の
記
念
館

も
民
俗
資
料
収
集
保
存
の
た
め
に

寄
付
さ
れ
た
資
金
に
よ
り
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
は
、
農
具
や
民
具
を
中

心
に
約
50
点
の
資
料
が
収
蔵
さ
れ

て
い
ま
す
。
昔
の
消
防
ポ
ン
プ
車

や
千
歯
こ
き
、
蓑
（
み
の
）
な
ど

が
中
心
で
、
小
学
生
が
清
掃
活
動

を
行
い
、
総
合
学
習
な
ど
授
業
に

利
用
し
て
い
ま
す
。
飯
田
村
（
東

飯
田
地
区
）
の
検
地
帳
や
戸
長
役

場
文
書
も
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

見
学
し
た
い
方
は
歴
史
民
俗
資
料

館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

岩
瀬
中
央
公
民
館
展
示
室

　

岩
瀬
中
央
公
民
館
の
1
階
ロ
ビ

ー
に
は
、
北
関
東
自
動
車
道
の
建

設
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
に
よ
り

出
土
し
た
遺
物
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
中
で
も
犬
田
地
区
か
ら
出

土
し
た
仏
像
や
秤
の
重
り
、
堤
上

地
区
か
ら
出
土
し
た
古
代
の
役
所

の
長
官
名
が
刻
ま
れ
た
須
恵
器
な

ど
は
非
常
に
め
ず
ら
し
い
も
の
で

す
。
2
階
展
示
室
に
は
、
岩
瀬
地

区
各
地
で
見
つ
か
っ
た
土
器
や
石

器
な
ど
が
多
数
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
縄
文
土
器
や
弥
生
土
器
を
始

め
、古
墳
か
ら
出
土
し
た
刀
や
鎧
、

ガ
ラ
ス
玉
の
首
飾
り
な
ど
も
あ
り

ま
す
。
展
示
室
を
見
学
し
た
い
方

は
文
化
課
（
☎
０
２
９
６‒

55‒

１

１
１
１
代
表
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

大
和
中
央
公
民
館
郷
土
資
料
室

　

大
和
中
央
公
民
館
の
2
階
に
は

郷
土
資
料
室
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

に
は
、
茨
城
県
の
文
化
財
保
護
指

導
員
な
ど
を
勤
め
た
広
瀬
不
二
夫

さ
ん
（
故
人
・
大
曽
根
地
区
）
が

収
集
さ
れ
た
地
元
の
考
古
遺
物
を

中
心
に
約
２
０
０
点
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
主
な
も
の
に
は
、
縄

文
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て

の
土
器
や
、
縄
文
時
代
の
石
器
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
国
玉
地
区

で
工
事
中
に
見
つ
か
っ
た
焼
き
物

の
壺
（
灰
釉
陶
器
短
頸
壺
）
は
奈

良
時
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
平
安
時

代
の
初
め
頃
に
作
ら
れ
た
も
の

で
、
当
時
は
大
変
高
価
で
貴
重
な

も
の
で
し
た
。
お
そ
ら
く
有
力
者

の
骨
壺
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ほ
か
に
も
、

遺
跡
の
分
布
や
説
明
を
分
か
り
易

く
記
し
た
パ
ネ
ル
、
縄
文
時
代
や

弥
生
時
代
の
住
居
の
模
型
な
ど
も

あ
り
ま
す
。
資
料
室
を
見
学
し
た

い
方
は
大
和
中
央
公
民
館
（
☎
０

２
９
６‒

58‒

７
１
１
７
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

受
贈
資
料
紹
介　

　

11
月
8
日
、
長お

さ
か
た方
地
区
の
平
石

道
高
さ
ん
か
ら
、
鬼
マ
ン
ガ（
写

真
下
右
）
・
振
り
マ
ン
ガ
・
田
か

き
マ
ン
ガ
・
手
斧
、
真
壁
町ち

ょ
う

田
金

井
地
区
の
市
村
国
男
さ
ん
か
ら
、

大
籠
（
写
真
左
）
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

マ
ン
ガ
は
田
や
畑
の
土
を
砕
く

農
耕
具
。
鬼
マ
ン
ガ
、
田
か
き
マ

ン
ガ
は
馬
や
牛
に
引
か
せ
て
用

い
、
振
り
マ
ン
ガ
は
取
っ
手
を
も

っ
て
左
右
に
振
っ
て
使
い
ま
す
。

マ
ン
ガ
に
よ
る
作
業
は
重
要
な
作

業
で
あ
り
、
市
内
に
伝
わ
る
田
植

唄
に
は
、「
マ
ン
ガ
は
ず
し
」
が

う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
籠
は
、
堆
肥
を
作
る
た
め
に

野
山
の
木
の
葉
を
集
め
る
大
き
な

竹
か
ご
で
す
。
大
き
さ
は
径
66
㌢

×
深
さ
82
㌢
。

歴
史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り

No.2
☎　0296-55-0556
FAX 0296-20-7108

真壁町
ちょう

田金井地区の市村国男
さんから寄贈された「大籠」

文
化
財
施
設
紹
介

長
おさかた

方の平石道高さんから寄贈された「鬼マンガ」
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BOOK INFORMATION

《児童図書》
おやすみ時計　　　　　　　

《一般図書》　　　　　　　　
旅の絵本

「子供が生きる」ということ

峠越え

私の家は山の向こう

壁を破る言葉

光に向かって100の花束

アルツハイマーを知るために

知りたがりやの猫

秋の花火

【今月のおすすめ図書】

山岡　ひかる

谷内　六郎

藤原　智美

山本　一力

有田　芳生

岡本　太郎

高森　顕徹

佐藤　早苗

林　真理子

篠田　節子

新 刊 図 書 内案

貸出期間　２週間（1人5冊まで）
開放時間　9：00～17：00
休 館 日　月曜日・祝祭日
問 合 先　☎0296－58－7117

義　経
宮尾　登美子

《児童図書》
もぐもぐとんねる

びしょびしょねこ

ともだち

からすのパンやさん

ないた

しゅくだい

《一般図書》
ウォーキングで病気が治った！

こうすれば心が育つ

翼のない天使たち

夫というもの

天使の卵

黄昏に歌え

もうひとつの冬のソナタ

【今月のおすすめ図書】

しらたき　ゆきこ

間所　ひさこ

谷川　俊太郎

かこ　さとし

中川　ひろたか

いもと　ようこ

泉　嗣彦

金井　肇

折原　みと

渡辺　淳一

村山　由佳

なかにし　礼

キム・ウニ　ユン・ウンギョン

貸出期間　２週間（1人5冊まで）
開放時間　9：00～17：00
休 館 日　月曜日・祝祭日
問 合 先　☎0296－75－0344

新　六星占術の魂生・極意
細木　数子

～茨城県冬休み子ども読書感想文課題図書～
アニメ版　ガラスのうさぎ

衣世梨の魔法帳

かめきちのたてこもり大作戦

今日はびっくりハンバーガー

キロコちゃんとみどりのくつ

金曜日がおわらない

花のき村と盗人たち

海の金魚

キングゆうかい大作戦

てつびん物語

時を飛ぶUFO　大統領誘拐の怪事件

なぞの渡りを追う　オオヒシクイの繁殖地をさがして

ニュースの現場で考える

理科室から生まれたノーベル賞　田中耕一ものがたり

【今月のおすすめ図書】

高木　敏子

那須　正幹

村上しいこ

日本児童文学者協会

たかどの　ほうこ

アニー･ドルトン

新美　南吉

ひろはた　えりこ

リブ・フローデ

土方　正志

高橋　克雄

池内　俊雄

池上　彰

国松　俊英

貸出期間　本：２週間（1人5冊）/
　　　　　ビデオ：１週間（１人１本）
開放時間　9：00～17：00
休 館 日　月曜日・祝祭日
問 合 先　☎0296－55－0159

痛快！第二の青春
やなせ　たかし

真壁中央公民館図書室

岩瀬中央公民館図書室

大和中央公民館図書室
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「
ぼ
ろ
を
着
て
も
心
は
錦

に
し
き

」
と
い
え
ば
、

ひ
ど
い
服
装
で
も
、
心
の
中
は
美
し
く
立

派
な
こ
と
。

　

外
見
よ
り
も
内
面
の
重
要
さ
を
強
調
す

る
こ
と
わ
ざ
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

　

廃
品
に
な
っ
た
衣
服
や
布
地
を
指
す

「
ぼ
ろ
」
は
、
も
の
が
ひ
ど
く
破
れ
て
い

る
状
態
を
示
す
擬
態
語
「
ぼ
ろ
ぼ
ろ
」
か

ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

転
じ
て「
ぼ
ろ
が
出
る
」「
ぼ
ろ
を
隠
す
」

と
い
う
よ
う
に
、
欠
陥
や
失
敗
の
意
味
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
の
世
田
谷
区
、
練
馬
区
な
ど
、
各

地
で
歳
末
に
開
か
れ
る
「
ぼ
ろ
市
」
は
、

古
着
・
古
物
市
の
俗
称
。
毎
年
12
月
と
1

月
に
行
わ
れ
る
世
田
谷
の
ぼ
ろ
市
は
、
４

０
０
年
以
上
昔
の
天
正
年
間
（
１
５
７
３

〜
91
年
）
に
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
、
都
史

跡
の
世
田
谷
代
官
屋
敷
付
近
を
中
心
に
し

た
路
上
約
一
㌔
に
わ
た
っ
て
、
多
く
の
露

天
が
並
び
、
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
江
戸
市
中
で
集
め
た
ぼ
ろ

を
、
野
良
着
の
補
修
布
と
し
て
売
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
、
こ
の
名
が
付
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
「
ぼ
ろ
」
と
は
い
え
な
い
古

着
や
古
道
具
の
ほ
か
、
植
木
や
食
べ
も
の

な
ど
も
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
【
大
和
俳
句
愛
好
会
】

鶏
頭
の
彩
極
ま
り
て
種
零
す

　
　
　
　
　
　
　

西
片
地
区　

鈴
木
ふ
み
い

機き

よ

く

か

翼
下
に
秋
立
つ
雲
の
一ひ

と

な
が
れ

　
　
　
　
　
　
　

中
根
地
区　

皆
川　

和
子

椎
の
実
や
お
百
度
石
を
掃
き
清
む

　
　
　
　
　
　
　

西
片
地
区　

古
橋　

益
子

一
人
居
の
退
屈
癒
や
す
木
の
実
ご
ま

　
　
　
　
　
　
　

羽
田
地
区　

田
中
は
つ
い

種
下
げ
て
枯
ひ
ま
わ
り
の
疲つ

か

れ
か
な

　
　
　
　
　
　
　

本
木
地
区　

鈴
木　

と
み

菊
真
白
母
の
遺
影
に
供
華
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　

木
崎
地
区　

代
田　

と
し

久
し
ぶ
り
マ
ツ
タ
ケ
ご
飯
炊
く
香
り

　
　
　
　
　
　
　

西
片
地
区　

鈴
木
登
美
子

裏
筑
波
往
路
塞ふ

さ

げ
り
葛く

ず

の
花

　
　
　
　
　
　
　

本
木
地
区　

成
田　

あ
さ

狭
庭
に
蝉
集
ま
り
て
鳴
き
納
め

　
　
　
　
　
　

大
曽
根
地
区　

小
口　

良
枝

秋
澄
み
て
亡
母
の
骨
抱
き
と
ぎ
れ
謝
辞

　
　
　
　
　
　

大
曽
根
地
区　

中
島　

龍
子

唱
え
あ
ぐ
般
若
心
経
秋
の
朝

　
　
　
　
　
　
　

塩
原
地
区　

田
代
て
い
子

胸
張
っ
て
よ
く
ぞ
生
き
た
と
菊
か
を
る

　
　
　
　
　
　

中
丸
木
地
区　

安
達　

幸
子

ひ
そ
や
か
さ
風
と
遊
べ
る
尾
花
路

　
　
　
　
　
　
　

羽
田
地
区　

斉
藤
与
誌
江

　
白
鷺
の
群
れ
舞
い
降
り
る
大
刈
田

　
　
　
　
　
　

大
曽
根
地
区　

北
条　

正
子

神
の
庭
清
掃
す
み
て
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　

西
片
地
区　

鈴
木　

綾
子

美は

し
き
名
の
桜
川
市
や
紅
葉
晴
れ

　
　
　
　
　
　

東
飯
田
地
区　

鈴
木　

つ
ぎ

　
【
岩
瀬
年
の
花
俳
句
会
】

穂
芒
の
た
れ
て
小
川
に
影
写
す　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田　

ま
さ

残
り
虫
ま
だ
ま
だ
先
は
見
通
せ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池　

す
い

露
天
風
呂
虫
の
音
聞
き
つ
無
我
の
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
関
し
づ
子

石
切
の
音
澄
む
朝
の
天
高
し　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
ア
ヤ
子

　
街
路
樹
の
紅
葉
は
ら
は
ら
風
ま
か
せ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野　

吉
江

歯
も
立
た
ぬ
か
り
ん
手
に
の
せ
香
り
か
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
瀬　

ち
い

と
ん
ぼ
う
の
動
か
ぬ
葉
先
何
思
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
井　

冬
扇

渡
り
鳥
児
が
数
へ
つ
つ
よ
ろ
め
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恩
田
紀
三
子

蝗
取
り
期
待
は
づ
れ
て
今
日
も
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
か
つ
子

一
人
と
は
頼
り
な
き
数
秋
ふ
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
堀　

み
き

　
【
や
ま
と
短
歌
会
】

夕
暮
れ
の
大
王
松
に
カ
ナ
カ
ナ
が
は
か
な
い

命
を
惜
し
む
か
に
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
堀
八
重
子

草
掩
ふ
智
將
自
害
の
古
戦
場
蒼
月
照
ら
す
丘

静
か
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笠
倉
盛
一
郎

め
ぐ
り
く
る
六
十
年
目
の
終
戰
日
涙
あ
ら
た

に
亡ち

ち父
を
偲
び
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
崎
よ
し
の

畑
仕
事
に
時
忘
れ
お
り
月
光
と
家
の
と
も
し

び
さ
わ
さ
わ
と
も
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
代
子

敗
戦
日
鬼
怒
の
河
原
の
月
見
草
涙
で
千
切
り

ぬ
六
十
年
ま
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
谷　

明
子

雲
の
間
を
ぬ
ふ
ご
と
く
射
す
月
光
は
過
ぎ
し

思
ひ
出
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

と
み

オ
レ
ン
ジ
の
月
の
ぼ
り
来
し
庭
の
木
ぎ
長
き

か
げ
落
ち
妖
し
さ
に
満
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
ミ
ツ
エ

満
月
や
屋
根
に
子
の
歯
を
祀
り
け
り
わ
が
少

年
は
健
や
か
な
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島　

龍
子

お
め
で
と
う
桜
川
市
の
舟
出
に
は
夢
と
希
望

の
万
歳
の
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
原
す
み
子

わ
っ
さ
わ
さ
胡
桃
大
樹
の
葉
擦
れ
の
音
風
よ

鎮
ま
れ
蔵
守
り
我
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
岡　

和
子

朧
月
も
群
雲
も
な
い
「
デ
ス
カ
バ
リ
ー
」
月

見
の
宴
は
ど
う
し
て
く
れ
ん
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廣
澤　

洋
一

弟
の
通
夜
終
え
帰
途
に
つ
く
夫
の
横
顔
照
ら

す
七
月
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷　

快
子

待
ち
か
ね
し
月
下
美
人
の
咲
き
し
宵
夫
を
誘

い
し
ば
し
香
に
酔
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
条　

正
子

月
明
に
背
を
流
し
合
う
露
天
風
呂
夫
と
旅
す

る
芙
蓉
の
宿
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆
川　

米
子

　
【
岩
瀬
短
歌
会
】

朝
霧
の
礫
林
に
土
地
の
子
が

都ま

ち会
の
児
に
見
す
鍬
形
捕
り
を

　
　
　
　
　
　
　

木
植
地
区　

小
林
美
瑳
子

　
俄
雨
去
り
た
る
あ
と
の
畑
の
土

匂
ひ
立
つ
湿
り
に
秋
菜
播
き
足
す

　
　
　
　
　
　
　

亀
岡
地
区　

萩
原
き
し
の

長
生
き
も
病
む
日
々
延
び
た
だ
け
の
こ
と

年
々
深
む
友
の
嘆
き
は

　
　
　
　
　
　
　

岩
瀬
地
区　

五
月
女
静
江

老
い
し
身
の
淋
し
み
は
娘
に
も
わ
か
ら
ぬ
と

卒
寿
の
母
は
ふ
と
洩
ら
し
た
り

　
　
　
　
　
　

友
部
地
区　

大
久
保
富
美
江

根
あ
が
り
の
凌
霄
か
つ
ら
を
欲ほ

り
し

友
よ
そ
の
花
を
見
ず
逝
き
て
し
ま
ひ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

岩
瀬
地
区　

山
田　

な
か

活え

び
海
老
を
さ
ば
く
を
見
つ
め
て
「
あ
、
死
ん

じ
ゃ
う
よ
」
孫
の
ひ
と
言
ぐ
さ
り
と
刺
さ
る

　
　
　
　
　
　
　

岩
瀬
地
区　

岡
野　

禮
子

美
し
き
新
市
の
名
称
桜
川

岩
瀬
の
名
こ
そ
名
残
り
つ
き
ね
ど

　
　
　
　
　
　
　

上
城
地
区　

古
山　
　

孝

ひ
や
む
ぎ
を
茹
で
ゐ
る
嫁
の
か
た
へ
に
て

初
採
り
茗
荷
こ
と
こ
と
刻
む

　
　
　
　
　
　
　

大
泉
地
区　

小
林　

む
ら

雨
か
え
る
片
手
に
す
ば
や
く
掴
ま
え
て

「
や
っ
た
あ
」
幼
は
歓
声
あ
げ
る

　
　
　
　
　
　
　

友
部
地
区　

渡
辺
し
な
子

二
ヶ
月
の
孫
を
囲
み
て
笑
む
家
族

小
さ
き
天
使
「
わ
が
家
へ
よ
う
こ
そ
」

　
　
　
　
　
　

加
茂
部
地
区　

浜
野
和　

操

渋
滞
の
続
く
中
央
高
速
道
テ
レ
ビ
に

見
つ
つ
娘
の
帰
省
待
つ

　
　
　
　
　
　
　

長
方
地
区　

片
岡
喜
知
子

万
緑
の
筑
波
の
峯
に
真
向
い
て

亡
き
父
母
呼
べ
ば
木こ

だ
ま霊

が
返
る

　
　
　
　
　
　
　

岩
瀬
地
区　

恩
田
紀
三
子

幾
度
か
の
台
風
あ
り
て
秋
早
み

雑
木
林
に
薄
紅
葉
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　

亀
岡
地
区　

中
原　

宇
内

桜
川
文
芸

俳　

句

短　

歌

                                           

　

樋
口
一
葉
の
小
説
「
大
つ
ご
も
り
」
は
、

「
大お

お
み
そ
か

晦
日
」の
出
来
事
を
描
い
た
作
品
。「
晦

日
」
は
毎
月
の
最
終
日
、「
大
晦
日
」
は

一
年
の
最
終
日
を
意
味
し
ま
す
。

　

晦
日
は
、「
三み

そ

か

十
日
」
の
こ
と
。
陰
暦

で
は
毎
月
の
最
終
日
は
す
べ
て
三
十
日

で
、
陽
暦
で
は
十
二
月
三
十
一
日
の
大
晦

日
も
、
十
二
月
三
十
日
で
し
た
。

　

晦
日
を
「
つ
ご
も
り
」
と
い
っ
た
の
は
、

「
月
ご
も
り
」
の
こ
と
。
陰
暦
で
は
毎
月

の
最
終
日
に
、
月
が
隠
れ
て
見
え
な
く
な

っ
た
か
ら
で
す
。
漢
字
の
「
晦
」
は
「
暗

い
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

月
の
第
一
日
を
「
つ
い
た
ち
」
と
い
う

の
は
、「
月
立
ち
」
か
ら
き
た
も
の
。「
立

つ
」
は
「
虹
が
立
つ
」
の
よ
う
に
、
そ
れ

ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
現
象
が
現
れ
る
と

き
に
使
わ
れ
る
言
葉
で
す
。

　

毎
月
一
日
に
は
隠
れ
て
い
た
月
が
見
え

始
め
る
わ
け
で
、
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
る

月
は
、
十
五
日
の
「
十
五
夜
」
で
満
月
と

な
り
、
ま
た
徐
々
に
小
さ
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。　
「
晦
日
に
月
が
出
る
」と
い
え
ば
、

あ
り
得
な
い
こ
と
の
た
と
え
。
陽
暦
の
現

在
で
は
、
分
か
り
に
く
い
こ
と
わ
ざ
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

大
つ
ご
も
り

ぼ　

ろ
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【表紙】こんなにたくさん掘

っちゃった！
　真壁保育園児が、いも掘りを

しました。園児達は、裸足にな

って土の感触を楽しみながら、

大きなさつま芋をたくさん掘り

ました。

猪
い の

野　竜
たつや

也ちゃん （4歳10ｶ月）
  平成13年１月５日生

【お父さん】　猛　さん　【お母さん】　由紀子さん
【お住まい】　大国玉地区

──────── ♥ご両親から♥ ────────                      

　毎日がとても明るいわが家では、おじちゃん、お
ばちゃんも元気いっぱいの家族です。
　その中で、とてもやさしい竜也です。大好きなお
姉ちゃんとこれからも仲よく素直に育って欲しいで
す。

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

工
業
統
計
調
査
は
、
経
済
産
業
省
が
我
が
国
の
製
造
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
12
月
31
日
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
毎
年
行

う
調
査
で
す
。
全
国
の
製
造
業
を
営
む
事
業
所
の
1
年
間
の
生
産
活

動
に
伴
う
製
造
品
出
荷
額
、
原
材
料
使
用
額
等
を
調
査
し
、
産
業
別
、

規
模
別
、
地
域
別
に
製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
企
業
や
大
学
な
ど
の
研
究
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

経
済
産
業
省
・
茨
城
県
・
桜
川
市

 http://w
w
w
.m
eti.go.jp/

須藤　真
しんじゅ

珠ちゃん （4歳9ｶ月）平成13年３月１日生

須藤　全
ぜん

ちゃん （２歳11ｶ月）平成14年12月23日生

須藤　莉
り お

生ちゃん （４ｶ月）平成17年７月15日生

【お父さん】　憲一さん　【お母さん】　知子さん
【お住まい】　真壁町

ちょう

亀熊地区

──────── ♥ご両親から♥ ────────                      

　おませなお姉ちゃんとパワー全開のお兄ちゃん。
ケンカもするけど、とても仲良しの３人です。
元気にすくすくと育ってほしいです。

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
秘
書
広
報
課（
☎
０
２
９
６　

　

-

58-

５
１
１
１
／
内
線
１
２
６
７
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

わが家の笑顔


